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 以下のような警告が追記されました。

 

アステラス・アムジェン・バイオファーマ（AABP）とアステラス製薬は、骨粗鬆症治療薬・イベニティ皮下注（一般名：ロモソズ

マブ（遺伝子組換え）の投与後に、重篤な脳・心血管系事象が相次いだことを受け、「適正使用のお願い」を発出し、注意喚起

を行った。2019 年３月の発売から３か月間で、重篤な脳・心血管疾患は 11 例報告されました。同剤との関連が否定できない

死亡のうち、心血管事象によるものが１例含まれていた。両社は、虚血性心疾患、脳血管障害の高リスク患者への投与に際

し、「有益性と危険性を考慮して、慎重に判断」するよう呼びかけた。 

胸の痛みや突然の意識低下などがみられた場合には速やかな受診を患者に指導することも求めました。 

 厚生労働省は、１１月１８日に以下のような文書を出しています。（原文通り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

骨粗鬆症治療薬・イベニティに「適正使用の

お願い」 重篤な脳・心血管系事象発現 死亡例



 

 

（骨折の危険性が高い症例に限定を） 

〈効能又は効果〉骨折の危険性の高い骨粗鬆症 

〈効能又は効果に関連する使用上の注意〉 

★本剤の適用にあたっては、日本骨代謝学会・日本骨粗鬆症学会の診断基準における以下の重症度に関する記載等を参

考に、骨折の危険性の高い患者を対象とすること。 

 以上のような注意をお守り下さい。 

 

                                          より安全な医療をみんなで行っていきましょう!！ 


